
公所名 工事名 受注者名 頁

新⻘森県総合運動公園舗装補修⼯事 （株）⿅内組 4

目倉石沢大規模特定火山砂防⼯事 （株）⿅内組 5

⻘森浪岡線橋梁補修（スカイブリッジ）⼯事 （株）澤田建設 6

⻘森港改修（施改補助）埠頭大橋橋梁補修⼯事 志田内海（株） 7

東⻘地域県⺠局管内橋梁維持⼯事 （株）⻄田組 8

前坂藤崎線橋梁架替（藤崎橋）⼯事 （株）中幸建設 10

岩崎⻄目屋弘前線道路災害復旧⼯事 猪股建設（株） 11

⼟淵川放⽔路河川維持⼯事 猪股建設（株） 12

蔵助沢３号　砂防メンテナンス⼯事 （株）佐藤惣建設 13

稗田沢区域地すべり対策（砂防メンテ）⼯事 （株）片山組 14

国道340号電線共同溝整備⼯事 （株）田名部組 16

⼋⼾港改修（施改補助）河原⽊３号桟橋補修⼯事 地代所建設（株） 17

⾺淵川広域河川改修（駅前地区上流）⼯事 （株）山田組 18

三⼋地域県⺠局管内橋梁維持⼯事 寺下建設（株） 19

⾺淵川広域河川改修（猿辺川⼯区）⼯事 （株）夏堀組 20

国道101号橋梁整備（新追良瀬橋）⼯事 ピーエスコンストラクション・脇川建設⼯業所
・石沢組特定建設⼯事共同企業体 22

国道339号道路災害防除⼯事 宝森建設興業（株） 23

五所川原岩⽊線橋梁補修（幡⻯橋）⼯事 島村産業（株） 24

中村川激甚災害対策特別緊急⼯事 （株）雁⾦建設 25

神山沢 2 砂防整備⼯事 （株）平山建設 26

国道２７９号舗装新設（南ＢＰ）⼯事 上北建設（株） 28

塔ノ沢山２号区域急傾斜地対策⼯事 笹倉建設（株） 29

国道３９４号橋梁整備（（仮）⼆ッ森川橋）⼯事 （株）⼯藤組 30

⼗和田三⼾線橋梁架替（稲⽣橋）⼯事 田中建設（株） 31

三沢海岸維持⼯事 （有）中村建設 32

国道２７９号（むつ南バイパス）道路改良⼯事 （株）浜中⼟⽊ 34

国道２７９号橋梁補修（易国間橋）⼯事 （株）熊谷建設⼯業 35

新田名部川大規模更新河川⼯事 磯沼建設（株） 36

⾚川下北停⾞場線橋梁補修（海⽼川橋）⼯事 磯沼建設（株） 37

稲崎・⼊⼝海岸⽼朽化対策⼯事 杉山建設⼯業（株） 38

下北 県営住宅（昭和団地）６号棟外壁等改修⼯事 （株）熊谷建設⼯業 40

下北

建築

土木

東⻘

中南

三⼋

⻄北

上北

県⼟整備部⻑表彰 （無着⾊）公所の⻑表彰
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土木工事部門
東⻘県土整備事務所

（５工事）
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

代表取締役社⻑
⿅ 内 雄 二

主任技術者
對 馬 匠

新⻘森県総合運動公園舗装補修工事

⻘森市⼤字宮⽥地内

對馬 匠

令和7年6月27⽇〜令和8年1月12⽇

舗装補修 L=1,169 m
ICT舗装工 1式

88点

工藤 正興

泉⽥ 真

東⻘県土整備事務所

今 優樹

令和7年11月20⽇

株式会社⿅内組

69,014,000円

本工事は、新⻘森県総合運動公園内園路の舗装補修を目的として、⽼朽舗装の打換え、破損した縁石・側溝等の入れ替えを
⾏う工事である。

当現場の施工においては、運動公園内の⼤会スケジュールの調整、公園利⽤者の安全を最優先として工事を進める必要が
あった。そのため、受注者は関連機関との緊密な打合せを踏まえ、資機材の安全運⾏経路を計画し、運動公園内の⼤会スケ
ジュールを全て把握して、協⼒会社との調整を⾏いながら、円滑に苦情もなく工事を完成させている。

舗装工事では、表層１層目を3D-MCアスファルトフィニッシャを使⽤し、⾃動制御による出来形の精度向上に努めた。また、
舗設材として中温化合材を採⽤し、製造温度を11℃下げて出荷することにより、製造時の燃料消費量を削減させ、CO2低減を
実現することができた。

以上、「工事等に関し新技術や新工法の活⽤、省⼒化等の創意工夫に努め、生産性向上に特に顕著な成果をあげたもの」に
該当することから、⻘森県県土整備部優良工事に推薦するものである。

【着⼯前】 【完 成】
三次元起工測量

ICT施工

拡 ⼤

県土整備部⻑表彰

この度は、⻘森県県土整備部優良工事表彰「県土整備部⻑表
彰」という栄誉ある賞を賜り、誠にありがとうございます。

また、本工事竣工にあたりまして、ご指導いただいた監督職員
の皆様をはじめ、ご協⼒いただいた協⼒会社、施設管理者、並び
に施設利⽤者の皆様に対し、心より感謝申し上げます。

本工事の取組を評価して頂いたことを励みとし、弊社の社是で
もある「住良郷土創造」のもと、さらなる地域発展に貢献できる
よう精進してまいります。

今後とも皆様のご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げ
ます。
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

目倉石沢⼤規模特定火山砂防工事

⻘森市浪岡⼤字細野地内

澤⽥ 新次

令和7年4月4⽇〜令和7年12月14⽇

コンクリート副堰堤工 １式
コンクリート側壁工 １式
水叩き工 １式

87点

宮下 義史

佐藤 徹哉

東⻘県土整備事務所

竹谷 俊

令和7年12月9⽇

株式会社⿅内組

61,963,000円

本工事は、⻘森市浪岡細野地内の26⼾の⼈家及び地区唯⼀の避難路となる市道目倉石線を守る為に実施した土石流崩壊
対策工事である。本工事において、副堰堤及び側壁コンクリートの打設を夏季に⾏わなければならなく、暑中コンクリートの品
質確保に留意した。対策として、暑中コンクリート受入時の温度確認を温度計を⽤いて計測し、打込時間間隔に関しては
ストップウォッチを⽤いて計測、いずれも受入れ全台数の確認を⾏い品質確保に努めた。

また、現場が山岳地帯であり降雪前に工事を完成する必要があった為、プレキャスト製品を積極的に活⽤し工程短縮に努めた。
更に、起工測量をICT施工対象範囲以外もUAV・3次元LSにて⾏い、取得した点群データを基に工事完成時の3Dモデルを

作成し、3次元モデルによる変更土量算出や仮設計画等に有効活⽤し、設計変更にも柔軟に対応し完工することができた。
以上、「工事に関し新技術や新工法の活⽤、省⼒化等の創意工夫に努め、生産性向上に特に顕著な成果をあげたもの」に該当

することから、⻘森県県土整備部⻑優良工事に推薦するものである。

着手前

完成

暑中ｺﾝｸﾘｰﾄ温度管理

暑中ｺﾝｸﾘｰﾄ打込時間確認

3次元モデル

3次元モデルによるクレーンヤード計画プレキャスト設置状況

プレキャスト製品搬入

県土整備事務所⻑表彰

この度は、⻘森県県土整備部優良工事表彰(県土整備事務所⻑表
彰)という栄誉ある賞を賜り、誠にありがとうございます。

また本工事竣工にあたりましてご指導いただいた発注者の皆様を
はじめ、ご協⼒いただいた協⼒会社、地域住⺠の皆様に対し
心より感謝申し上げます。

本工事での取組を評価して頂いたことを励みとし、弊社の社是で
もある「住良郷土創造」のもと、さらなる地域発展及び建設業界の
技術⼒向上に貢献できるよう精進してまいります。

今後とも皆様のご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げま
す。 代表取締役社⻑

⿅ 内 雄 二
主任技術者

澤 ⽥ 新 次
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

⻘森浪岡線橋梁補修（スカイブリッジ）工事

⻘森市⼤字⾼⽥地内

梅⽥ 篤

令和7年4月10⽇〜令和7年12月25⽇

道路融雪設備工 N=1式

87点

根川 徹

對馬 和希

東⻘県土整備事務所

⿊滝 年昭

令和7年10月31⽇

株式会社澤⽥建設

139,953,000円

本工事は、⻘森市⾼⽥地内県道27号線に架かる⻘森浪岡スカイブリッジのA1からP6間(上り線)延⻑262.1mにわたり⽼朽化
した道路融雪設備を更新する工事である。

当該施工場所は、⻘森空港利⽤者及び通勤⾞両で交通量が多く特に朝⼣の通勤ラッシュ時には、慢性的な交通渋滞が⾒受け
られるため、通⾏⾞両に対しての配慮及び安全確保に特段の注意を払う必要があった。本工事では、工事着手1ヵ月前より、広
範囲にわたり工事予告看板(施工期間、迂回路案内等)を設置し利⽤者への周知に努めた。又、施工延⻑を3ブロックに分割し交
通規制区間を最⼩限に留めると共に、交通誘導員をAM6時〜PM7時迄(作業休止⽇含)配置し渋滞緩和に努めた。
施工にあたっては、周辺環境に十分配慮して工事を進め施工計画、安全管理を⽴案・検討し結果、苦情や事故もなく早期に工
事を完成させた。

以上、「困難な⾃然的、社会的条件を克服して工事等を完成させ、優れた成果をあげたもの」に該当することから、⻘森県
県土整備部優良工事に推薦するものである。

完 成

着工前

既設融雪設備撤去

床版防水工

ヒーティング設備工

基礎工

表層工

交通規制状況

県土整備事務所⻑表彰

この度は栄えある⻘森県県土整備部優良工事表彰を賜り、誠にあ
りがとうございます。この度の受賞にあたり、ご指導いただきまし
た監督職員の皆様に心より厚く御礼申し上げます。

本工事は交通量が非常に多い路線での工事であり、交通渋滞等の
トラブルが考慮されましたが、交通誘導員の配置時間の延⻑、保安
施設の充実また、作業の効率化による工程の短縮に努め、苦情・ト
ラブルも無く無事に工事を完成させる事が出来ました。

今回の受賞を励みに安全第⼀を念頭に更なる、品質・技術⼒の向
上に励み、地域社会の発展に寄与できるよう精進して参りますので
今後とも御指導、御鞭撻賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 代表取締役社⻑

工藤 ⼀也
監理技術者
梅⽥ 篤
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

⻘森港改修（施改補助）埠頭⼤橋橋梁補修工事

⻘森市新⽥地内
令和7年7月2⽇〜令和8年3月25⽇

橋梁付属物工 1式
橋梁補修工 1式
道路付属施設工

87点

笠井 太志

櫻庭 嗣⼤

令和8年3月12⽇

志⽥内海株式会社
154,462,000円

新井 茂雄
齊藤 誉享

東⻘県土整備事務所 ⻘森港管理所

本工事は、⻘森港の臨港道路1号線に架かる埠頭⼤橋の橋梁補修工事のうち、P10橋脚及びA2橋台の支承取換え工、落橋
防止装置工及びひび割れ補修・断⾯修復工の他、昇降階段塗装工及び照明施設工を実施したものである。

現場周辺には住宅、アパート及び工場等が並んでいるため、施工にあたっては周辺環境に十分配慮して工事を進める必要
があるとともに、同時期にA1橋台及びP2橋脚の工事を進めており、かつ冬期間にまたがる工事であったことから、施工方
法の入念な検討や工事連絡調整及び工程短縮等を図り、苦情や事故もなく工事を完成させたものである。

本工事のクリティカルパスである支承取替え工に伴うジャッキ受台施工において早強コンクリートを⽤い、⼤幅な工程短
縮を図った。また、早強及び冬期間施工に対するコンクリート品質管理や近隣への騒⾳・粉塵防止対策を徹底し、品質向上
や周辺環境への配慮に努めた。更には豪雪災害の応急対策業務に協⼒し、迅速かつ臨機の措置を⾏った。

以上、「工事成績評定が特に優れているもの」に該当することから、⻘森県県土整備部優良工事に推薦するものである。

着工前

完 成

◎支承取換え工に伴うジャッキ受台施工（早強Co使⽤⇒工程短縮）

◎コンクリート品質向上（早強Co温度ひび割れ防止、冬期温度管理）

◎周辺環境への配慮（騒⾳・粉塵防止対策）

支承取換え完了ジャッキアップジャッキ受台

ひび割れ防止材 冬期温度管理

騒⾳対策 騒⾳・粉塵対策 粉塵対策

県土整備事務所⻑表彰

この度は、県土整備事務所⻑表彰という⼤変栄誉ある賞を賜り、誠にありがと
うございます。受賞にあたり、ご指導いただきました監督職員の皆様をはじめ、
迅速な協議にご対応いただいた関係者の皆様に深く感謝申し上げますとともに、
心より御礼申し上げます。

本工事では、工期短縮に努めながら⾼品質な施工を心掛けるとともに、隣接す
る住宅や商業施設への騒⾳対策を重点的に実施し、周辺環境への十分な配慮に努
めてまいりました。その結果、弊社の企業理念である「共存できる社会を目指し
て」を体現することができ、このような評価をいただけましたことは、社員⼀同
にとって⼤きな喜びであり、今後の励みとなるものでございます。

今後もより⼀層、⾼品質で環境に配慮した施工に努めてまいりますので、監督
職員の皆様をはじめ、関係各位におかれましては、引き続きご指導ご鞭撻を賜り
ますようお願い申し上げます。

代表取締役社⻑
秋⽥ 正孝

監理技術者
齊藤 誉享
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

東⻘地域県⺠局管内橋梁維持工事

東⻘地域県⺠局管内

相馬 ⼀裕

令和7年3月26⽇〜令和8年3月25⽇

施工数量 N=419橋
橋梁維持工（点検・追跡調査・清掃等）N=1式
⼩規模補修工 N=1式

85点

根川 徹

對馬 和希

東⻘県土整備事務所

⿊滝 年昭

令和8年3月25⽇

株式会社⻄⽥組

104,984,000円

本工事は、東⻘地域県⺠局管内の橋梁（419橋）について、⽇常管理、追跡調査及び清掃等の維持工事により、橋梁の劣化・損傷を
促進させる要因の早期発⾒・除去を⾏い、適切な維持管理・対策を実施するものである。また、業務内の⽇常点検等で新たに確認され
た橋梁の変状に対し、状況に応じた緊急措置や補修工事を実施する必要があるため、迅速な対応や専門的な知識が求められる⾼度な工
事である。

令和７年度工事においては、⻘森浪岡線スカイブリッジにおいて、舗装劣化による⽳ぼこの多発に対し、1⽇2回以上のパトロール
の上、⽳ぼこを確認した際に早期補修を⾏い、交通量の多い橋梁上でも迅速に対応をすることで通⾏⾞両の安全確保に努めた。その他
の橋梁においても⽇常点検で判明した変状に対し、迅速に追加調査を⾏うなど、的確な判断と迅速な現地対応が特に優れていた。また、
令和7年12月8⽇発生の⻘森県東方沖地震の際には、観測震度により緊急点検の対象となった橋梁のほかに、受注者⾃ら、管内全橋梁
（N=419橋）を点検し、通⾏⾞両の安全確保に寄与した点も優れていた。

以上、「工事等に関し新技術や新工法の活⽤、省⼒化等の創意工夫に努め、生産性向上に特に顕著な成果をあげたもの」に該当する
ことから、⻘森県県土整備部優良工事に推薦するものである。

追跡調査

路⾯清掃状況

パトロールによる変状確認

舗装補修状況

⾞線規制

対策完了

県土整備事務所⻑表彰

この度は、⻘森県県土整備部優良工事表彰を賜り、誠にありがとうございます。
受賞にあたり、ご指導賜りました監督職員をはじめ、ご協⼒をいただきました関
係各位の皆様には、心より感謝と御礼を申し上げます。

本工事は、⻘森県アセットマネジメントにおける橋梁の⻑寿命化・LCC（ライ
フサイクルコスト）の最⼩化を図るため、工期1年間を通じて東⻘地域県⺠局管
内の橋梁（419橋）の構造安全性・交通安全性の確保、地震・台風・⼤雨出水な
どの⾃然災害時の第三者災害の防止に、効率的かつ計画的な維持管理を求められ
る工事でありましたが、関係各位の皆様のご協⼒のもと、無事に工事を終えるこ
とができました。

この受賞を励みとし、今後も施工品質の向上と環境に配慮し、地域社会への貢
献に努めてまいりますので、今後とも皆様のご指導ご鞭撻のほどお願い申し上げ
ます。

代表取締役社⻑
⻄⽥ 文仁

主任技術者
相馬 ⼀裕
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土木工事部門
中南県土整備事務所

（５工事）
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

前坂藤崎線橋梁架替（藤崎橋）工事

南津軽郡藤崎町⼤字藤崎地内

宮澤 ⼀彦

株式会社中幸建設

令和7年5月28⽇〜令和8年3月31⽇

RC橋脚工（P2橋脚） N=1式
RC橋脚工（P3橋脚） N=1式

88点

鎌⽥ 賢⼀

對馬 卓也

中南県土整備事務所

藤⽥ 智史

本工事は、⼀般県道前坂藤崎線のバイパス整備に伴い新橋を架設する事業において、P２橋脚の躯体工およびＰ３橋脚の場所
打ち杭を施工した工事である。

施工箇所は⼀級河川岩木川水系平川の河川内における箇所であり、降雨等の気象条件における増水リスクに備え⾃動待避水
位警報装置を設置することにより、重機作業中の騒⾳下でも全作業員が即座に異常を察知して避難基準に基づいた迅速かつ確
実な避難体制を整えた。また、施工にあたっては打継目の強度・気密性及び構造物耐久性の向上とともに工期短縮について提
案があり実施された。品質について、冬期の施工でコンクリートの打設に吸熱養生が必要であるが、乾燥収縮によるひび割れ
防止措置を施すなど、品質の向上が図られた。安全管理も徹底され、施工中に河川増水によりP3橋脚部の施工ヤードが侵食さ
れる被害があったが、安全な施工が確保された。

以上の取組が評価され、他の模範となる施工となり「工事成績評定点が特に優れているもの」に該当することから、⻘森県
県土整備部優良工事に推薦するものである。

令和8年3月27⽇

334,807,000円

P2橋脚躯体（完成） P3橋脚場所打ち杭施工ヤード増水状況

（G）

（As）

WL=12.396m

河
川
区
域

鋼矢板Ⅳ型

施工基面 ▽11.500

施工時水位　EL=15.0(Q=251.5m3/s)

鋼矢板ⅤL型

DL=10.000

20.00

30.00

0.00

非出水期中における高水敷地盤高
GL=15.86

高水敷地盤高
GL=16.85

高水敷地盤高
GL=16.29

高水敷地盤高
GL=16.40

No
.1

4+
7
.0

183000

40530 51000 51000 40470

EL=14.70

GL=15.86

A1 P1 P2 P3

近傍5年の第1位流量

H.W.L　EL=20.531

EL=14.70
水位警告回転灯の設置基準高

H.W.L　EL=20.531

施工基面 ▽16.36

施工横断図

P3橋脚場所打ち杭（施工中）

県土整備部⻑表彰

この度は⻘森県県土整備部優良工事表彰を賜り、誠にありがとうございます。
受賞にあたり、ご指導を賜りました監督職員の皆様をはじめ、工事にご協⼒

いただきました地域住⺠の皆様、協⼒会社の皆様に対し、心から深く感謝と御
礼を申し上げます。

本工事は過酷な⾃然環境下での施工でしたが、安全管理や施工方法を工夫し、
無事故で工事を終えることができました。

今回の受賞を⼤きな励みとし、今後ともより⼀層安全および品質⾯の向上に
努め、地域社会に貢献できるよう精進してまいります。

今後とも関係各位の皆様には、更なるご指導ご鞭撻を賜りますようよろしく
お願い申し上げます。

代表取締役社⻑
工藤 ゆかり

監理技術者
宮澤 ⼀彦
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

岩崎⻄目屋弘前線道路災害復旧工事

中津軽郡⻄目屋村⼤字砂子瀬地内

⼤⾼ 憲記

令和6年3月30⽇〜令和7年12月25⽇

施工延⻑Ｌ＝80ｍ、植生工A＝2,120m2、ｱﾝ
ｶｰ工N＝18本、横ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工Ｎ＝132m、排水
構造物工L＝231m、落石雪害防止工N＝45基

86点

鎌⽥ 賢⼀

⻲⽥ 亮

中南県土整備事務所

奈良岡 篤

令和7年12月25⽇

猪股建設株式会社

366,025,000円

本工事は、世界⾃然遺産⽩神山地へのアクセス道路として重要な観光ルートに位置付けられている岩崎⻄目屋弘前線におけ
る、令和3年12月に法⾯崩落した地すべり災害箇所で、地すべりの調査、解析、対策工法の安全性の評価等について、有識者
や専門家による委員会を設⽴し、災害復旧した工事である。

当該箇所は、地すべり後の崩落土砂が堆積した不安定な地盤上であることから、施工が極めて困難であった。現地盤は軟岩
と土砂が複雑な層を形成し、モノレール運搬のルート変更など、施工計画の変更が余儀なくされた。掘削作業には、新技術と
なるワイヤー吊下げによるセーフティクライミングマシンを使⽤し、無⼈遠隔操作で⾏った。

関係各所から早期供⽤開始を求められている中、モノレール運搬による掘削の⼀部をロングアームバックホウへの変更を検
討し、工期短縮を図った。さらに地元⾼校生等を対象とした現場⾒学会を開催し、県土整備⾏政の理解向上を図った。

以上、「その他災害関連で他の建設業者の模範として特に顕著な成果をあげたもの」に該当することから、⻘森県県土整備
部優良工事に推薦するものである。

完成着工前

県土整備事務所⻑表彰

この度は⻘森県県土整備部優良工事表彰を承り誠にありがとうござい
ます。受賞にあたり監督員並びに監督職員の皆様には、色々とご指導い
ただき感謝申し上げます。

本工事にあたっては令和7年11月末の冬季閉鎖までの前に開通させる
ため、2年目はモノレールを転⽤しないで土砂運搬を⾏い、1段目をロン
グアームBHにより直接掘削で運搬を⾏うことで全体の⽇数の短縮を図る
ことができ、開通まで無事故で施工することができました。

今後もこの度の受賞を励みに、地域社会へ貢献できるよう取り組んで
まいりたいと思いますのでご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申しあげ
ます。

代表取締役社⻑
前⽥ 伸子

常務取締役
⼤⾼ 憲記
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

土淵川放水路河川維持工事

弘前市⼤字若葉地内

三浦 剛

令和7年8月9⽇〜令和8年3月25⽇

裏込注入工 N=376孔

85点

⾼⽥ 浩⾏

松嶋 朋美

中南県土整備事務所

野呂 徹

令和8年3月24⽇

猪股建設株式会社

55,242,000円

本工事は、弘前市中心市街地を洪水から守るため、土淵川及び寺沢川の洪水を直接岩木川へ放流する施設である土淵川放水
路トンネルにおいて、トンネル上部に発生した空洞を充填する補修工事（裏込注入工）である。

裏込注入工法として発泡ウレタン系注入材を使⽤するTn-p工法を採⽤した。この工法は資機材が2ｔトラック2台にすべて積
載できるほどコンパクトであり、注入機から送られた2液の液剤を混合して注入するため、硬化時間が約1分と非常に速く、⻲
裂等からの材料流出の危険性を低減できる。また、40倍発砲で約30㎏/㎥と超軽量であることからトンネル覆工への荷重負担
が少なく、さらに、発砲硬化後の再溶解が無く水質への影響が少ない工法である。

河道内であることから非出水期中の施工であったが、冬季でも降雨等で河川が増水した際には、作業員や資機材が浸水し危
険な状況になる懸念があるため、緊急に待避できるよう下流部と中間部の段差箇所に坂路を設置し、⾞両が出入りしやすいよ
う配慮した。

以上、「工事等に関し新技術や新工法の活⽤、省⼒化等の創意工夫に努め、生産性向上に特に顕著な成果をあげたもの」に
該当することから、⻘森県県土整備部優良工事に推薦するものである。

【完成】

【使⽤材料】

【注入状況】

【注入状況】

【注入機械】

【目詰工】

県土整備事務所⻑表彰

この度は、中南県土整備事務所⻑表彰を賜り、誠にありがとうご
ざいます。これもご指導頂きました監督職員の皆様、またご協⼒い
ただきました工事関係者の皆様によるものと、心から感謝と御礼を
申し上げます。

本工事は河川放水路トンネル内での施工であり、施工環境が特殊
な部分がありましたが、関係者協⼒のもと無事工事を完了すること
ができました。

この受賞を励みとして、⾼品質で、安全・安心なものづくりを目
指し、地域の発展に貢献できるよう、精進して参りますので、今後
ともご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 代表取締役

前⽥ 伸子
主任技術者
三浦 剛
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

蔵助沢３号砂防メンテナンス工事

弘前市⼤字百沢地内

諏訪 隆二

令和7年4月1⽇〜令和7年11月28⽇

施工延⻑ L=31.45m
コンクリート堰堤工 V=439.6m3

84点

⾼⽥ 浩⾏

木村 賢吾

中南県土整備事務所

山下 澄晴

令和7年11月19⽇

株式会社佐藤惣建設

50,765,000円

本工事は、弘前市⼤字百沢地内にある蔵助沢川において、⽼朽化した砂防堰堤の強度不⾜を解消し、構造を補強する目的で
実施される砂防メンテナンス事業であり、既設の砂防堰堤の上流⾯にコンクリートを増し打ちする工事である。

砂防土工及び仮設工では、深さ10mの掘削と仮水路の切廻し及び仮設坂路の設置を安全に作業するため、⼈検知衝突軽減シ
ステム搭載バックホウでの掘削、計画的な仮水路切廻しと仮設坂路の設置、掘削法⾯へのシート養生、ユニット式⾃在階段を
使⽤した昇降階段の設置等を⾏い安全確保に努めた。

コンクリート堰堤工では、床掘り最下部に均しコンクリートを打設し、残存型枠の施工に必要なアンカー鉄筋の設置、差筋
に鉄筋⽤防錆材を塗布、コンクリート打設⽤⾜場の設置、コンクリート打設時の背負式バイブレーターの使⽤、コンクリート
打継剤使⽤による省⼒化等を⾏い、生産性向上と品質確保に努めた。

また、職場体験(インターンシップ)を積極的に受入れ、地域への貢献にも努めた。
以上、「工事等に関し新技術や新工法の活⽤、省⼒化等の創意工夫に努め、生産性向上に特に顕著な成果をあげたもの」に

該当することから、⻘森県県土整備部優良工事に推薦するものである。

【コンクリート打設用足場】

【掘削法面のシート養生】【インターンシップ】

【背負式バイブレーター】

【完成写真】

県土整備事務所⻑表彰

この度は、県土整備部優良工事表彰という⼤変栄誉ある賞を賜り、誠
にありがとうございます。受賞にあたりまして、ご指導下さいました監
督職員の皆様、工事にご協⼒くださいました関係各位の皆様には心より
感謝と御礼を申し上げます。

本工事は、深さ10mの掘削や⾼さ9mの残存型枠設置及びコンクリー
ト打設と⾼低のある現場であり、作業時の安全を確保するため掘削法⾯
のシート養生やコンクリート打設⾜場を設置するなど対処し、無事故で
工事を終えることができました。

今後もこの受賞を励みとし、施工品質の向上と地域社会の発展に貢献
できるよう、社員⼀同精進を重ね努⼒して参ります。

今後ともご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
代表取締役
佐藤 隆

主任技術者
諏訪 隆二
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

稗⽥沢区域地すべり対策(砂防メンテ)工事

南津軽郡⼤鰐町⼤字⼤鰐地内

三上 雅永

令和7年4月１⽇〜令和7年11月1⽇

集排水ボーリング工 N=1式

84点

⾼⽥ 浩⾏

東 睦城

中南県土整備事務所

山下 澄晴

令和7年11月1⽇

株式会社片山組

19,877,000円

完成写真

本工事は、⼤鰐町稗⽥沢地区の地すべり対策として、過年度に整備された地すべり施設の⽼朽化対策（機能回復）を⾏う
目的で、地下水排除のための横ボーリングを実施したものである。

工事着手にあたり、計画していた仮設道路ルートを再調査した結果、工事⾞両の⾛⾏に支障となる樹木が多数確認され、
地権者から伐採の許可を得る必要が生じ、県外在住者も含まれることから、交渉に時間を要することが予想された。課題に
直⾯する中、受注者から新たなルートの提案があり、これに係る地権者や関係者との交渉を全て完了させたものであった。
速やかな対応により、工期の延⻑や苦情も無く、無事に工事を完成させることができた。また、環境対策等にも積極的に取
り組んだ。

以上、「困難な⾃然的社会的条件を克服して工事を完成させ、優れた成果をあげたもの」に該当することから、⻘森県県
土整備部優良工事に推薦するものである。

倒⽊処理（⼯事⽤道路）

完 成
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保孔管(ストレーナー加工)   L
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～66.0m

無孔管　VPφ40

W-3 集
水ボーリング工 VPφ

40 削
孔径φ90 L=

59.0～
68.0m

無孔管　VPφ40
保孔管(ストレーナー加工)   L=28.

0mY-8 横ボーリング工 VPφ40 削孔径φ90 L=30.0
m

5.0

54.0～
63.0

30.0

B51-
1

H=11
3.06

m

W-3：排水ボーリング（S55）
L＝26.0m

W-3：集水井工（S55～S57）
φ3.5m　H＝7.0m

W-3 集水ボーリング工
削孔径：φ90mm
削孔長：L=59.0m× 3本=177m
        L=68.0m×10本=680m
保孔管：VPφ40(ストレーナー加工)
角  度：12°(上向き)

Y-8 横ボーリング工
削孔径：φ90mm
削孔長：L=30.0m×10本=300m
保孔管：VPφ40(ストレーナー加工)
角  度：6°(上向き)

先端キャップ

 VPφ40用

先端キャップ

 VPφ40用

　　L=2.0
m

　　L=2.0m W-3 集水井天蓋撤去・新設　N＝1基

ソケット
 VPφ40用

ソケット
 VPφ40用

(軟岩)

(レキ混り土砂)

(レキ混り土砂)

対策⼯一般図

県土整備事務所⻑表彰

この度は、⻘森県県土整備部優良工事表彰を賜り誠にありがとうご
ざいます。受賞にあたりまして、ご指導いただきました監督職員の
皆様、ご協⼒くださいました関係各位、地域住⺠の皆様には深く感
謝するとともに、心から御礼申し上げます。

今後もこの受賞を励みとし、更なる施工技術・品質向上を目指し
社員⼀丸となり努⼒して参りたいと思います。
今後とも関係各位のご指導ご鞭撻を宜しくお願い申し上げます。

代表取締役
片山 宏太

主任技術者
三上 雅永
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土木工事部門
三八県土整備事務所

（５工事）
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

代表取締役CEO
⽥名部 智之

主任技術者
千葉 亮太

国道340号電線共同溝整備工事

八⼾市⼤字新荒町〜荒町地内

千葉 亮太

令和7年4月11⽇〜令和8年3月27⽇

施工延⻑ L=70.0ｍ
電線共同溝工 Ｎ＝1式
排水構造物工 Ｎ＝1式 舗装工 Ｎ＝1式

87点

下川原 茂樹

⼀⼾ 乃理子

三八県土整備事務所

葛⻄ 孝⼈

令和8年3月19⽇

株式会社⽥名部組
103,609,000円

当該工事は、国道340号の八⼾市⼤字新荒町から⼤字荒町地内間における電線共同溝の整備を⾏ったものである。
工事箇所は市の中心街に位置しており、施工に支障となる各種インフラ設備管理者との調整や、歩⾏者、通⾏⾞両及び周辺

環境への配慮を要するものであるほか、施工する電線共同溝の施工においては、既設埋設物の把握と共同溝との干渉箇所の整
理が必要であった。そのため、工事の準備期間における計画段階において、各管理者と複数回調整を⾏い、各インフラ設備の
移設計画及び工事スケジュールを整理して支障にならない区間から併⾏して共同溝の施工を⾏い、工程管理を徹底した円滑な
施工に寄与した。また、当初設計と現場に相違があった場合には、状況把握が容易となる説明資料を作成して発注者と打合せ
協議を⾏ない、多数の協議事項があったにも関わらず変更内容の整理が明瞭となり対応方針等を迅速に決定することができ、
作業性の向上及び品質向上に努めた。

以上、「工事成績評定点が特に優れているもの」及び「困難な⾃然的、社会的条件を克服して工事等を完成させ、優れた成
果をあげたもの」に該当することから、⻘森県県土整備部優良工事に推薦するものである。

埋戻し 路盤工 舗装工 完成

着手前 掘削・土留め 管路設置 管路設置完了

県土整備部⻑表彰

この度は、⻘森県県土整備部優良工事表彰という⼤変栄誉ある賞を賜
り、誠に光栄に存じます。

本工事は、交通量が多く、道路地形、周辺環境や既設インフラへの⾼
度な配慮を要する工事でありました。施工にあたりましては、各インフ
ラ設備管理者の皆様との綿密な協議・調整を重ねるとともに、工程管理
の徹底と丁寧な施工を心掛け、安全かつ円滑に完成を迎えることができ
ました。これもひとえに、発注者である⻘森県をはじめ、プロジェクト
パートナー他関係各位のご指導とご協⼒、そして地域の皆様のご理解の
賜物であり、心より感謝申し上げます。

当社は「⼈と地域社会のために」という理念のもと、これからも品
質・安全のさらなる向上と技術⼒の研鑽に努め、地域の安全・安心な社
会資本整備に貢献してまいります。

今後ともご指導ご鞭撻を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げ
ます。
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

本工事は、河原木3号桟橋の補修工事である。この工事は、桟橋上部工を主とした工事で仮設⾜場を必要として
いたが、海⾯の潮位の影響を受けるため、設置が難しいものであった。加えて、桟橋利⽤者の支障とならないよう
配慮が必要なところであったが、協議を重ね計画を⽴案し、工事を完成させたものである。

また、桟橋を利⽤している時は工事ができないため、桟橋利⽤者との⽇程調整により工事ができない不測の⽇数
が生じていた。加えて、１２月８⽇に発生した⻘森県東方沖地震による影響も受け、工期内の完了が困難な状況に
あったにもかかわらず、綿密に工程を調整して、工期内に完工したものである。

以上、「困難な⾃然的、社会的条件を克服して工事等を完成させ、優れた成果をあげたもの」に該当することか
ら、⻘森県県土整備部優良工事に推薦するものである。

八⼾港改修(施改補助)河原木3号桟橋補修工事

八⼾市豊洲地内

赤坂 嘉章

令和7年10月3⽇〜令和8年3月16⽇

3号桟橋 上部工補修工 １式
渡橋補修工 1式

86点

前⽥ 昇

佐藤 隆昭

三八県土整備事務所 八⼾港管理所

瀬川 文彦

令和8年3月9⽇

地代所建設株式会社
31,119,000円

【完成】

海上での⾜場組⽴ 防爆工具（ピック）の使⽤

Co殻落下防止対策 係船柱の塗装状況

県土整備事務所⻑表彰

この度は、県土整備事務所⻑表彰という栄えあるご評価を賜り、誠にあ
りがとうございます。受賞にあたり、ご指導いただきました監督職員の皆
様、ならびに関係業者の皆様に心より御礼申し上げます。

本工事は石油基地内での工事であるため、火気使⽤の制限等、特有の制
限があり、桟橋機能を制限せずに工事を進めることが求められ、当初より
工程管理が⼤きな課題でした。工事を進めるにあたり、監督職員の皆様の
迅速な協議と対応、変則的な工程に対する協⼒業者の皆様、また都度の連
絡調整にご対応いただきました桟橋利⽤関係者の皆様方の、多⼤なご協⼒
のもと無事完成に至ったものであり、重ねて御礼申し上げます。

今後もこの受賞を励みに、地域に根差した企業として、地域の発展に貢
献できるよう、更なる技術向上に取り組んでまいりますので、引き続きご
指導、ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。

代表取締役
地代所 久恭

主任技術者
赤坂 嘉章
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

この度は、栄誉ある⻘森県県土整備部優良工事表彰を賜り、三八県土
整備事務所⻑様をはじめ、関係各位のご指導に心より感謝と御礼を申し
上げます。

本工事は馬淵川の洪水被害を防ぐ重要な河川改修工事であり、築堤・
護岸整備にあたり、⻘い森鉄道様との協議に基づく徹底した保安体制に
より無事故で完成できました。

施工にあたり、多量に出現したコンクリート構造物の撤去に適切に対
応するとともに、盛土工事にはＩＣＴ施工技術を導入し、⾼品質と効率
化を実現することができました。

この受賞を糧に、今後も技術・技能を磨き地域の安全・安心なインフ
ラ整備に貢献してまいります。関係各位皆様方の更なるご指導を賜りま
すよう、よろしくお願い申し上げます。

代表取締役
山⽥ 幸⼀

監理技術者
舘 松栄

馬淵川広域河川改修（駅前地区上流）工事

三⼾郡南部町⼤字⼤向地内

舘 松栄

令和6年11月1⽇〜令和8年3月25⽇

施工延⻑ L=80.2m
法覆護岸工 N=1式、付帯道路工 N=1式

86点

三橋 八州男

⼾来 啓

三八県土整備事務所

河口 健太郎

令和8年3月17⽇

株式会社山⽥組

80,817,000円

本工事は、三⼾郡南部町⼤字⼤向地内において、馬淵川の洪水被害を防ぐ河川改修の⼀環として、築堤及び護岸を施工した
工事である。

本工事の堤防終点部は⻘い森鉄道の鉄道盛土と接続するため、鉄道事業者との綿密な調整が必要であった。
施工に際しては、⻘い森鉄道との協議結果に基づき、鉄道に影響を及ぼすおそれのある工事区間に工事管理者および列⾞⾒

張り員を配置し、作業前後の軌道観測および報告を徹底するなど、安全⾯で厳格な管理体制を維持。結果として事故を⼀切発
生させることなく、無事に工事を完了した。

また、堤防予定地から多量に出現した埋設コンクリート構造物の撤去にも的確に対応するとともに、盛土工事にはICT施工
技術を導入し、施工の⾼精度化と効率化を実現した。

以上、「困難な⾃然的、社会的条件を克服して工事等を完成させ、優れた成果をあげたもの」に該当することから、⻘森県
県土整備部優良工事に推薦するものである。

軌道観測状況

列⾞⾒張り員等の配置

着工前 完 成

馬淵川

⻘い森鉄道

県土整備事務所⻑表彰
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

県土整備事務所⻑表彰

この度は、「⻘森県県土整備部優良工事表彰」を賜り誠にありが
とうございます。御指導頂きました監督職員の皆様をはじめ、工事
関係者各位のご協⼒に心から感謝と御礼を申し上げます。

本工事は、⻘森県が進める「橋梁⻑寿命化」に係る工事であり、
地域にとっての重要なインフラである橋梁の保全を⾏うという認識
のもとで取り組んで参りました。

施工にあたっては⽇常点検のみならず、緊急措置や応急対応にお
いても、監督職員の皆様の御指導を頂き迅速かつ安全に対応する事
ができましたことに、重ねて御礼申し上げます。

今後は、今回の受賞を励みとし、品質と技術⼒の向上を目指して、
地域社会の発展に貢献できるよう努⼒して参ります。 代表取締役

寺下 ⼀之
主任技術者
⽥村 浩文

三八地域県⺠局管内橋梁維持工事

八⼾市外地内

⽥村 浩文

令和7年3月7⽇〜令和8年3月25⽇

施工数量 N=229橋
橋梁維持工（点検・追跡調査・清掃等） Ｎ＝1式
⼩規模補修工 Ｎ＝1式

86点

下川原 茂樹

⼩谷 菜穗子

三八県土整備事務所

葛⻄ 孝⼈

令和8年3月24⽇

寺下建設株式会社
124,487,000円

当該工事は、三八地域県⺠局管内の橋梁（229橋）について、⽇常管理、追跡調査及び清掃等の維持工事により、橋梁の劣化・損傷を促進
させる要因の早期除去を⾏い、適切な維持管理・対策を実施するものである。また、あらかじめ予定されていた橋梁の補修工事のみでなく、
⽇常点検等で新たに確認された変状のある橋梁に対して、状況に応じた緊急措置や補修工事を実施する必要がある等、迅速性や専門的な知識
が求められる⾼度な工事である。

令和7年度工事においても、交通の安全に直結する伸縮装置の補修、歩道部分の段差解消等の緊急措置が必要な箇所に対し、迅速に対応する
ことで通⾏⾞両や歩⾏者の安全確保に努めた。 また、ゲリラ豪雨による橋⾯冠水対応については、速やかに交通規制を実施して応急対応を図
り、後⽇詳細調査を実施して原因と対策工事の提案を⾏なうなど、的確な判断と迅速な現地対応が特に優れていた。

以上のように、⻘森県が進める「橋梁⻑寿命化」の取り組みに対して、「工事等に関し新技術や新工法の活⽤、省⼒化等の創意工夫に努め、
生産性向上に特に顕著な成果をあげたもの」に該当し、ほかの模範と認められる工事であることから、⻘森県県土整備部優良工事に推薦する
ものである。

清掃工（⾼圧洗浄） 清掃工（土砂撤去） 追跡調査

交通規制 応急処置（蓋開け） 蓋撤去 加工蓋設置完了
市川未来橋（下り） 橋⾯冠水対応
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

この度は、栄誉ある県土整備事務所⻑表彰を賜り、誠にありがと
うございます。

今回の受賞は発注者の皆様をはじめ、協⼒会社の皆様、そして工
事に携わった全ての関係者のご支援とご協⼒の賜物であり、心より
感謝申し上げます。

今回の受賞を励みとし、今後も地域社会の発展に貢献できるよう、
より⼀層技術⼒の向上と安全で⾼品質な施工に努めてまいります。

代表取締役
夏堀 真子

管理技術者
下沢 尚之

馬淵川広域河川改修（猿辺川工区）工事

三⼾郡南部町⼤字沖⽥⾯地内

下沢 尚之

令和7年7月9⽇〜令和8年3月25⽇

施工延⻑ L=215.1m、
擁壁護岸工 N=1式、舗装工 N=1式

84点

三橋 八州男

八⼾ 彰太郎

三八県土整備事務所

河口 健太郎

令和8年3月23⽇

株式会社夏堀組

75,504,000円

本工事は、三⼾郡南部町⼤字沖⽥⾯地内において、馬淵川水系馬淵川及び猿辺川の洪水被害を防ぐ河川改修の⼀環として、
パラペット式の特殊堤の設置とそれに伴う道路嵩上を⾏ったものである。

嵩上を⾏った道路は地域の重要なバス路線であり、交通調整が不可⽋であった。また、本工事による道路嵩上に合わせ、同
時期に町の下水道工事も同⼀工事範囲内で進⾏することになったことから、多数の関係者との綿密な連携と詳細な工程調整が
求められた。

道路通⾏止めの必要が生じた区間については、プレキャスト製品を積極的に採⽤し、施工期間を短縮。これにより道路利⽤
者への影響を最⼩限に抑え、地域住⺠やバス利⽤者の負担軽減に⼤きく寄与した。

また、施工期間中は安全管理を徹底し、⼀切の苦情や事故を発生させることなく工事を完成させた。
以上、「困難な⾃然的、社会的条件を克服して工事等を完成させ、優れた成果をあげたもの」に該当することから、⻘森県

県土整備部優良工事に推薦するものである。
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土木工事部門
⻄北県土整備事務所

（５工事）
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

国道101号橋梁整備（新追良瀬橋）工事

⻄津軽郡深浦町⼤字追良瀬地内

岡⽥ 明浩・兼平 幸弘・上⽥ 誠

令和6年7月3⽇〜令和8年3月25⽇

PC3径間連続ラーメン箱桁橋
橋⻑︓163.000m 有効幅員︓8.500m

85点

細川 敦啓

⾼橋 北⽃

⻄北県土整備事務所

工藤 寛之

令和8年3月25⽇

ピーエス・コンストラクション、脇川建設工業所、石沢組特定建設工事共同企業体

1,181,807,000円

本工事は、国道101号のバイパス整備で、追良瀬川を渡河するPC上部工橋梁工事(L=163.0m)である。
本橋の特徴として、平⾯線形 R=200m・縦断勾配 i=3.300%・横断勾配 i=6.000%の複雑な線形を有していることである。
そのため、架設機材の逸⾛防止や施工時の傾きの管理（傾斜計使⽤）を実施し、安全管理を⾏った。また、施工位置が海岸

線から1.3km程度で遮るものが無く、特に冬期間の風雪時には⼀時待機しながら作業を進め、場所打ち部の側径間施工におい
ては屋根を設けるなど、工程管理・作業環境の充実にも努めた。このほか、PC鋼材の保護として重要なグラウトの品質管理に
おいて、冷温水機・⾃動水量計を⽤い、夏季・冬季共に良質なグラウト注入を実施した。

これらの取り組みにより、無事故無災害で品質の良いPC橋を構築することが出来た。
以上、「工事等に関し新技術や新工法の活⽤、省⼒化等の創意工夫に努め、生産性向上に特に顕著な成果をあげたもの」に

該当することから、⻘森県県土整備部優良工事に推薦するものである。

着工前 完 成

県土整備部⻑表彰

この度は、県土整備部⻑表彰を賜り、誠にあ
りがとうございます。

本工事にあたり、ご指導頂きました監督職員
の皆様、ご協⼒頂きました関係者の皆様には、
⼤変感謝すると共に御礼を申し上げます。

この受賞を励みに、安全最優先の職場風土を
構築し、さらなる品質向上と環境保全に配慮し、
地域に貢献したものづくりに努めてまいります。

今後とも、ご指導・ご鞭撻を賜りますようお
願い申し上げます。
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

国道339号道路災害防除工事

北津軽郡中泊町⼤字⼩泊地内

⽥中 満

令和7年9月2⽇〜令和8年3月26⽇

排水構造物工 N=1式
仮設工 N=1式

88点

佐々木 功雄

外崎 仁

⻄北県土整備事務所

竹内 ⼤樹

令和8年3月25⽇

宝森建設興業株式会社

本工事は、国道３３９号を横断する⽼朽化したボックスカルバート及び重⼒式擁壁を撤去・新設する工事である。
当該箇所は⽇本海に隣接し、冬期間における⾼波・⾼潮の影響を受ける過酷な環境下にあった。また、冬季閉鎖区間

内であるが、当該箇所より先に他事業の工事施工箇所があることから、片側交互通⾏での施工を余儀なくされた。さら
に、当該道路には深い位置に水道管が埋設されているなど、数多くの課題があった。
このため、海沿いの急激な天候変化を把握するため簡易風速計にてリアルタイムの風速を確認するほか、仮設ブロッ

クを設置し、⾼波,⾼潮が現場に影響を与えないよう対策を⾏った。また、施工箇所を頻繁に通⾏する施工業者や水道課
と緊密に連絡調整することで、労働災害並びに第三者に対する損害等を発生させることなく工期内に完成することがで
きた。
以上、「困難な⾃然的、社会的条件を克服して工事等を完成させ、優れた成果をあげたもの」に該当することから、

⻘森県県土整備部優良工事に推薦するものである。

77,495,000円

着工前

現場施工箇所への
⾼波・⾼潮対策

完成 簡易風速計による
現地風速確認

ボックスカルバート
据付状況

ボックスカルバート
据付完了

水道管防護 片側交互通⾏による施工

県土整備事務所⻑表彰

この度、栄えある⻄北県土整備事務所⻑表彰を賜り、誠にありが
とうございます。
ご指導いただきました監督職員の皆様、ご協⼒いただきました関

係各位の皆様には、感謝するとともに心より御礼申し上げます。
この受賞を励みに今後も品質・環境・安全⾯の向上、技術研鑽に

努め地域の発展に貢献してまいります。

代表取締役
葛⻄ 俊蔵

主任技術者
⽥中 満
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

五所川原岩木線橋梁補修（幡⻯橋）工事

北津軽郡板柳町⼤字板柳地内

⽥村 之博

令和7年8月5⽇〜令和8年3月31⽇

橋脚耐震補強 N=１基

87点

佐々木 功雄

坂上 理紗子

⻄北県土整備事務所

三浦 巧巨

令和8年3月30⽇

島村産業株式会社

153,934,000円

本工事は、⼀級河川岩木川に架かる幡⻯橋Ｐ４橋脚の耐震補強を実施したものである。
対象の橋脚は河川区域内(⾼水敷)に位置し、施工時期は非出水期に制約されるほか、周囲は堤内⺠地(りんご畑)

であり、作業ヤードや搬入路の利⽤で耕作者との調整が求められるなど、綿密な工程調整と周辺環境への配慮が必
要となる工事である。そのような中で、施工箇所の土中から旧体残存物や廃材など、想定外の障害物が多数出土し、
鋼⽮板の打ち込みが不可能になるトラブルが発生したにもかかわらず、限られた時間内で土留・仮締切工の再設計
を⾏い障害を回避する締切構造に変更して工程回復を図るなど、創意工夫と⾼度な工程管理により工期内に工事を
完成させている。
以上、「困難な⾃然的、社会的条件を克服して工事等を完成させ、優れた成果をあげたもの」に該当することか

ら、⻘森県県土整備部優良工事に推薦するものである。

岩
木
川

P4橋脚
至 弘前

至 板柳駅

完成写真

県土整備事務所⻑表彰

この度は、⻄北県土整備事務所⻑表彰を賜り、誠にありがとうご
ざいます。本工事施工にあたりご指導頂いた監督職員の皆様、並び
にご協⼒頂いた関係者の皆様に心より感謝申し上げます。
弊社では、安全施工を第⼀に品質及び環境に配慮した、もの造り

を柱に社員⼀⼈⼀⼈の資質の向上に努めております。
今回の受賞を励みとし、社員⼀同、安全第⼀、技術の向上に努め、

地域の発展により⼀層貢献して参りますので、今後ともご指導ご鞭
撻を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役
島村 啓子

監理技術者
⽥村 之博
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

中村川激甚災害対策特別緊急工事

⻄津軽郡鰺ヶ沢町⼤字舞⼾町地内

吉川 隆

令和7年6月24⽇〜令和8年3月25⽇

残土処理工3,802ｍ3，根固め工袋詰玉石
507袋、構造物撤去工⼀式

84点

細川 敦啓

⼩笠原 繁⾏

⻄北県土整備事務所

藤⽥ 幸徳

令和8年3月25⽇

株式会社雁⾦建設

99,088,000円

本工事は、中村川の河床掘削及び根固工（袋詰玉石）を両岸に施工し、現地発生土砂を⼀時堆積ヤード（鰺ヶ沢町有地⼤⾼
山山林内に造成）で脱水処理後、路体盛土材として⻘森河川国道事務所所管の柏浮⽥道路改良工事現場（つがる市）へ運搬し、
有効活⽤するものである。また、同時施工中であった他２工事分の発生土の堆積ヤード調整や運搬計画のマネジメントを主体
的に実施した。
当工事における課題は、土砂⼀時堆積ヤードの早急確保である。⼤⾼山山林内の広⼤な⾯積を造成しなければならなかった

ことから、安全に且つ効率よく作業を進めるため、ヤード全体の把握に測量⽤ドローンを活⽤し平⾯図を作成するとともに、
現地施工の際は各種アタッチメントを使⽤するなど、完全機械化により作業効率を向上させ、造成を完了した。
また、柏浮⽥道路改良工事の進捗に合わせた土砂運搬計画の調整や受入地現場の整備や管理にも尽⼒した。
以上、「工事等に関し新技術や新工法の活⽤、省⼒化等の創意工夫に努め、生産性向上に特に顕著な成果をあげたもの」に

該当することから、⻘森県県土整備部優良工事に推薦するものである。

袋詰玉石 ドローン平⾯図

敷鉄板アタッチメント 切断・伐倒アタッチメント

⼤⾼山敷鉄板 柏浮⽥道路現場敷鉄板ダンプトラック運搬表示

県土整備事務所⻑表彰

このたびは、名誉ある優良工事表彰を賜り、誠にありがとうございます。
本工事は、計画段階から多くの方々のご理解とご支援をいただきながら

進めてまいりました。
発注者様の的確なご指導、そして協⼒会社の皆様の⾼い技術⼒と誠意あ

るご対応があり、無事故・⾼品質での完成を迎えることができました。
この表彰は、私どもだけでなく、関係者全員の努⼒と連携の成果であると
深く感じております。
今後も「安全第⼀」「品質向上」を最優先に、地域社会の発展と信頼に

応える工事を続けてまいります。
改めまして、このような栄誉をいただきましたことに、心より御礼申し上
げます。

監理技術者
吉 川 隆

代表取締役社⻑
新 保 静 子
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

代表取締役
平山 ⼤蔵

神山沢２砂防整備工事

北津軽郡中泊町⼤字今泉地内

⼤柳 孝篤

令和7年6月28⽇〜令和8年3月25⽇

コンクリート堰堤工1式、砂防堰堤付属物設置工1式、
流路工1式、法⾯工1式、仮設工1式

84点

川村 昌弘

佐々木 杏

⻄北県土整備事務所

相坂 鉄治

令和8年3月23⽇

株式会社平山建設

51,975,000円

本工事は北津軽郡中泊町⼤字今泉地内における土石流危険渓流神山沢に砂防堰堤を整備する工事である。
現場が狭く、他工種との同時施工が難しかったため、工程管理に特に留意して施工する必要があった。加えて、

冬期間の施工は降雪量も多く、作業効率の低下やコンクリート品質の低下が懸念された。そこで、普通セメントか
ら早強セメントに変更し、養生期間の短縮を図るとともに、養生温度の管理を徹底した。また、プレキャスト法枠
施工では、ブロック間の結束作業を確実かつ容易に⾏う独⾃開発の結束器具を使⽤し、品質の安定化と作業省⼒化
により生産性を向上させるとともに、これらの取り組みにより、⾼い安全性を確保しながら施工工程の短縮を実現
した。
以上、「工事等に関し新技術や新工法の活⽤、省⼒化等の創意工夫に努め、生産性向上に特に顕著な成果をあげ

たもの」に該当することから、⻘森県県土整備部優良工事に推薦するものである。

着⼯前

完 成

1.各ブロックの結束線を⽳に
差し込む

2.結束線を差し込んだ器具を
回転させる

3.結束完了

1

2 3

県土整備事務所⻑表彰

この度、神山沢２砂防整備工事において⻄北県土整備事務所⻑表彰を
拝受いたしました。身に余る光栄であり、心より感謝申し上げます。
本工事は、山間部で狭隘な現場での施工で、なお、厳冬期間の工期で

の作業でありましたが、スタッフ⼀丸となって創意工夫を重ね、無事
故・無災害で竣工を迎えることが出来ました。近隣住⺠の皆様のご理解
とご協⼒、そして関係各位の温かいサポートに、この場を借りて深くお
礼申し上げます。
今回の受賞は通過点に過ぎません。この技術と経験を次世代へ引継ぎ、

さらに⾼品質なインフラを社会に提供できるよう技術の研鑚に努めてま
いります。

主任技術者
⼤柳 孝篤
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土木工事部門
上北県土整備事務所

（５工事）
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

この度は、栄えある⻘森県県土整備部⻑表彰を賜り、誠にありがとうございま
す。今回の工事では、ＩＣＴ技術を活⽤した生産性向上に加え、地元⾼校生のイ
ンターンシップ受け入れなどを通じた建設業の⼈材育成への取り組みをご評価い
ただき、⼤変光栄に存じます。
本工事は、下北半島縦貫道路開通に向けて供⽤部分の⼤型標識交換、区画線の

引き直しを含む舗装新設工事であるため、安全管理に配慮し事故防止の徹底を図
り無事故、無災害で工期内に完工することができました。
今後もこの受賞を励みとし、会社の品質方針である《お客様から「ありがと

う」と言っていただける会社になろう》を胸に社員⼀同、より⼀層精進してまい
ります。最後に、ご指導いただきました監督職員の皆様、また当工事に携わって
いただいた関連会社の皆様、隣接工事関係者の皆様には心より感謝申し上げます。 代表取締役社⻑

⽥島 ⼀史
監理技術者
升澤 和弘

国道279号舗装新設（南BP）工事

上北郡横浜町字豊栄平外地内

升澤 和弘

令和7年1月29⽇〜令和7年12月26⽇

施工延⻑ 2288.7m 舗装工 1式
防護柵工 1式 区画線工 1式

86点

内海 達也

嵯峨 幸雄

上北県土整備事務所

丸井 孝幸

令和7年12月16⽇

上北建設株式会社

238,227,000円

本工事は、下北地方生活圏の中心都市「むつ市」と東北縦貫⾃動⾞道八⼾線を結び、下北・南部・⻘森地方生活圏の
地域間連携強化、下北地方の産業等の発展を支援する地域⾼規格道路(下北縦貫道路)において、横浜南バイパス工区の
舗装工の施工を主とする舗装新設工事である。
当工事では、アスファルト舗装工におけるICT対応のアスファルトフィニッシャーの導入、TLS（地上型レーザース

キャナー）測量を⽤いた土量の把握等、正確な施工管理と労⼒の削減に取り組み、優れた施工管理で品質を確保した。
また、地元の⾼校生のインターンシップを受け入れ、今後の建設業を担う⼈材育成に関する取り組みを積極的に実施

した。
以上、「工事成績評定点が特に優れているもの」「工事等に関し新技術や新工法の活⽤、省⼒化等の創意工夫に努め、

生産性向上に特に顕著な成果をあげたもの」に該当することから、⻘森県県土整備部優良工事に推薦するものである。

【着工前】

【完成】

【 ICT対応のアスファルトフィニッシャー】

【 TLS（地上型レーザースキャナー）測量】

【インターンシップの受け入れ】

県土整備部⻑表彰
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

塔ノ沢山２号区域急傾斜地対策工事

上北郡東北町字上笹橋地内

遠島 武臣

令和7年7月23⽇〜令和8年3月31⽇

法⾯工 1式 排水構造物工 1式
地下水排除工 1式 付属物設置工 1式

86点

野宮 ⼀宏

鴨澤 明志

上北県土整備事務所

伊賀 隆幸

令和8年3月23⽇

笹倉建設株式会社

40,161,000円

本工事は、上北郡東北町字上笹橋地内において令和6年8月の豪雨により斜⾯が崩落し、斜⾯下の温泉施設に土砂が流入する
被害が発生したことから、再度災害防止のために実施した工事である。
工法はフリーフレーム＋グランドアンカーにて斜⾯の安定を図り、端部の地山擦り付け部についてはモルタル吹付で侵食防

止を図っている。
当該斜⾯の法尻からは常時伏流水が湧き出て不安定な状況であったことから、温泉施設へ再度土砂が流出しないよう、応急

的な崩落防止対策を⾏い、併せて防護柵基礎工裏に排水ドレーン工を施工することで安全性を確保し、無事工事を完了させる
ことができた。
また、現場作業が温泉施設の営業に支障とならないよう、経営者とのコミュニケーションを密にし、寄せられた要望に真摯

に対応したことで、円滑に作業を進めることが出来た。
以上、「困難な⾃然的、社会的条件を克服して工事等を完成させ、優れた成果をあげたもの」に該当することから、⻘森県

県土整備部優良工事に推薦するものである。

着手前 完 成

温泉施設

国道394号

県土整備事務所⻑表彰

この度は、⻘森県県土整備部優良工事表彰を賜り、誠に
ありがとうございます。
本工事施工にあたり、ご指導いただきました監督職員の

皆様をはじめ、ご協⼒いただきました関係各位の皆様には
心から深く感謝とお礼を申し上げます。
今回の受賞を励みとし、更なる技術⼒・品質の向上と

地域社会の発展に貢献できますよう努⼒してまいります。
今後とも、ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。 代表取締役

本間 正信
主任技術者
遠島 武臣
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

国道394号橋梁整備（（仮）二ッ森川橋）工事

上北郡七⼾町字鉢森平地内

上野 士児男

令和7年4月16⽇〜令和8年3月25⽇

橋梁下部工 N=1.0基、法覆護岸工
N=1.0式、仮設工 N=1.0式

85点

相馬 良璽

飯⽥ 芳子

上北県土整備事務所

石澤 徹

令和8年3月24⽇

株式会社工藤組

206,206,000円

本工事は、⼀般国道394号におけるバイパス（榎林バイパス）整備事業のうち、（仮称）二ッ森川橋のA1橋台
及び護岸等を整備したものである。
当工事では、受注者よりICT施工の提案があり、構造物工（A1橋台）及び作業土工（床掘）においてICT建機を

使⽤した施工・出来形計測を実施し、作業の効率化を図り生産性向上に寄与した。
また、BIM/CIMの活⽤についても受注者から提案があり、ARを活⽤した作業計画検討や施工状況の把握、VRを

活⽤した安全教育を⾏い作業員に死角になり得る箇所の注意喚起等を⾏い、現場管理の効率化と安全性の向上を
図った。
以上、「工事等に関し新技術や新工法の活⽤、省⼒化等の創意工夫に努め、生産性向上に特に顕著な成果をあげ

たもの」に該当することから、⻘森県県土整備部優良工事に推薦するものである。

県土整備事務所⻑表彰

この度は、栄誉ある⻘森県県土整備部優良工事表彰を賜り、誠にありが
とうございます。この度の受賞にあたり、ご指導賜りました監督職員の皆
様はじめ、工事にご協⼒いただきました関係各位の皆様に対し、心から感
謝と御礼を申し上げます。
今回は、最先端技術のBIM/CIMの活⽤を提案し採⽤してもらい、可視化

により施工の⾼度化、事故リスクの低減ができ、無事故無災害で工事を完
工する事ができました。
今回の受賞を励みに、今後も地域社会の発展と安全に貢献できるような

会社を目指し頑張って参りたいと思いますので、今後とも監督職員の皆様
はじめ、関係各位の皆様の更なるご指導ご鞭撻を賜りますようにお願い申
し上げます。

代表取締役社⻑
番場 宗幸

監理技術者
上野 士児男
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員
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十和⽥三⼾線橋梁架替（稲生橋）工事

十和⽥市稲生町地内

太⽥ 憲⼈

令和7年7月4⽇〜令和8年3月31⽇

道路土工N=1式、排水構造物工N=1式、構造物撤去
工N=1式、舗装工N=1式、区画線工N=1式、道路付
属施設工N=1式、雑工N=1式、仮設工N=1式

85点

相馬 良璽

飯⽥ 芳子

上北県土整備事務所

石澤 徹

令和8年3月27⽇

⽥中建設株式会社

125,620,000円

本工事は、主要地方道十和⽥三⼾線「稲生橋」の橋梁架替工事に伴う、迂回道路の造成及び旧橋撤去を⾏う工事である。
当該場所は、交通量の多い十和⽥三⼾線と市道4本が絡み合う変則的な交差点であり、支障物の移設調整が必要であるほか、

現道より約60cm舗装⾼さを上げる必要があった。そのため、支障物管理者と工程の調整を何度も⾏い、工程遅延の無いよう
に図った。迂回路交差点の施工では、交通規制に伴う渋滞が予想されたため、1km手前から渋滞予想の工事看板を設置するこ
とにより、通⾏⾞両へ迂回等の協⼒を図ったほか、夜間施工とし交通渋滞を抑制した。
また、施工場所周辺は、商業施設及び住宅密集地であり、商業施設利⽤者や通学路線であるため、周辺の各⼾に工事情報を

記したチラシを配布し理解を求めたほか、歩⾏者誘導員を専属に配置することにより道路利⽤者を安全に通⾏させることに留
意した。
以上、「困難な⾃然的、社会的条件を克服して工事等を完成させ、優れた成果をあげたもの」に該当することから、⻘森県

県土整備部優良工事に推薦するものである。

【着工前】
（迂回道路）

【着工前】
（稲生橋）

【完 成】
（迂回道路）

【完 成】
（稲生橋） 渋滞予想看板 交差点夜間施工

迂回道路平⾯図

県土整備事務所⻑表彰

この度は、栄えある⻘森県県土整備部優良工事表彰を賜り、誠に
ありがとうございます。
今回の工事は、交通量の多い変則的な交差点であり、支障物件の

移設調整や交通規制に伴う交通渋滞の緩和が課題でしたが、監督職
員並びに関係機関の皆様による御指導のほか、工事関係者や商業施
設、地域住⺠の皆様の御協⼒により、交通規制渋滞を抑制すること
ができました。
今回の受賞を励みに、安全第⼀を念頭に、地域社会の発展に貢献

できるよう社員⼀同精進して参ります。
今後とも、ご指導・ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。 代表取締役社⻑

⽥中 ⼤文
監理技術者
太⽥ 憲⼈
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

三沢海岸維持工事

三沢市字浜通地内

内沢 央教

令和7年6月18⽇〜令和8年1月13⽇

海岸土工 1式 護岸工 1式
護岸基礎工 1式

85点

野宮 ⼀宏

⼩野 道也

上北県土整備事務所

伊賀 隆幸

令和8年1月13⽇

有限会社中村建設

107,712,000円

本工事は、三沢海岸の既設堤防において、裏込材の流失により沈下した海側の被覆ブロックを補修する工事で、
現況地盤線を基に根入れを十分に確保するとともに、ブロック背⾯にかごマットを敷設することで裏込材の移動を
制限し、再度被災防止を図るものである。
当該箇所は太平洋に⾯した現場であり、尚且つ前浜が少ないことから、風浪等による手戻り作業が工程管理上の

懸念であった。そのため、仮締切の補強や、常時波の状況を把握するための現場カメラの設置、省⼒化登録資器材
活⽤による作業工程の短縮などの工夫を重ね、無事工期内に完成させたものである。
以上、「困難な⾃然的、社会的条件を克服して工事等を完成させ、優れた成果をあげたもの」に該当することか

ら、⻘森県県土整備部優良工事に推薦するものである。

　T.P.+7.00

1:2.0

1:2
.0

裏込砕石(RC-40）t=20cm

コンクリートブロック(2.0t型) 既設利用

吸出し防止材(港湾用t≧5mm)

カゴマット工 t=50cm　スロープ型

1:
1.
5

基礎捨石(30～200kg/個)

完 成裏込流失状況ブロック沈下状況

標準横断図

県土整備事務所⻑表彰

この度は、栄誉ある⻘森県県土整備部優良工事表彰を賜り、誠に
ありがとうございます。受賞にあたり、ご指導いただきました監督
職員の皆様に心より感謝申し上げます。また、厳しい作業環境の中、
ご尽⼒いただきました工事関係者の皆様にも、改めて御礼申し上げ
ます。
今回の受賞を励みに、これからも⾼品質で⻑期耐久性に優れたイ

ンフラ整備に努めてまいります。地域の発展に少しでも貢献できる
よう精進してまいりますので、今後ともよろしくお願い申し上げま
す。

代表取締役
中村 陽平

監理技術者
内沢 央教
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土木工事部門
下北県土整備事務所

（５工事）
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

この度は、⻘森県県土整備部⻑表彰を賜り誠にありがとうござい
ました。ご指導いただきました監督職員の皆様、ご協⼒をいただい
た関係各位の皆様には心より御礼申し上げます。
本工事は下北半島縦貫道路むつ南バイパス本線と現道国道279号の

交差点改良を主とする工事でした。国道279号の交通量が非常に多い
ことから、現道部施工時は多くの検討事項がありましたが、協議に
対し迅速に対応頂きスムーズに施工できたことに感謝いたします。
今回の受賞を励みとし、社員⼀同、インフラ整備を通じて地域社

会の発展へ貢献できる会社を目指し、更なる技術⼒向上に向けて邁
進してまいります。 監理技術者

坪⽥ 忠雄

国道279号（むつ南バイパス）道路改良工事

むつ市⼤字奥内 地内

坪⽥ 忠雄

令和7年2月13⽇〜令和7年11月19⽇

道路土工 1式 排水構造物工 １式 舗装
工 1式 標識工 1式 防護柵工 1式
道路付属物工 1式 区画線工 1式

83点

對馬 永⼀

酒井 優希

下北県土整備事務所

壬生 信⼀

令和7年11月19⽇

株式会社浜中土木

180,620,000円

本工事は、下北半島縦貫道路むつ南バイパス本線の舗装工および接続する現道国道279号の交差点改良を主とする道路改良
工事である。当該区間の現道国道279号は24時間交通量約1万台と交通量が非常に多く、さらに周辺施設からの⾞両の流入出
も多いことから、施工にあたっては地域の生活交通への特段の配慮が求められた。このような条件のもと、受注者は事前に周
辺施設への綿密な聞き取り調査を実施するとともに、警察署との協議により交通規制方法および実施時間の最適化を図り、交
通量の減少する夜間施工を提案・実施した。これにより交通への影響を最⼩限に抑えつつ、安全な施工環境を確保した。
さらに、施工にあたっては施工範囲の細分化による複数班同時施工や、夜間施工における資機材の事前配置および運搬計画

の最適化により作業効率の向上を図り、工程短縮を実現した。
その結果、苦情および事故は⼀切発生せず、当初工期内に工事を完成させた。
以上の受注者の綿密な地元調整及び優れた工程管理能⼒を⾼く評価し、「工事成績評点が特に優れているもの」に該当する

ことから、⻘森県県土整備部優良工事に推薦するものである。

現道 着工前 本線 着工前

本線 完成現道 完成

舗装工 夜間施工状況

騒⾳・振動対策状況

県土整備部⻑表彰

代表取締役社⻑
濱中 亮輔
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

この度は、下北県土整備事務所⻑表彰を賜り、誠にありがとうご
ざいました。ご指導頂きました監督職員の皆様、ご協⼒頂きました
関係各位の皆様には心から感謝申し上げます。
本工事は施工中の濁水流出による水質汚染の防止が課題であり、

濁水沈殿槽を導入し、風間浦漁業協同組合易国間支所様とも密に連
絡を取り合うことでご理解・ご協⼒を頂き、水質汚染防止を達成し
て無事完成することが出来ました。
今回の受賞を励みとし、これからも地域貢献に尽⼒し、安心かつ

安全な構築物の提供、そして地域の皆様や顧客の「満⾜」の達成に
努めてまいりますので、今後ともご指導ご鞭撻の程、宜しくお願い
致します。 代表取締役社⻑

熊谷 圭之輔
)

主任技術者
渡部 蓮也

国道279号橋梁補修（易国間橋）工事

下北郡風間浦村⼤字易国間地内

渡部 蓮也

令和7年8月6⽇〜令和8年3月27⽇

橋梁補修工1式、根固め工1式、舗装工1式、
橋梁付属物工1式、区画線工1式

83点

對馬 永⼀

細谷地 郁哉

下北県土整備事務所

松江 晋二

令和8年3月16⽇

株式会社熊谷建設工業

66,000,000円

本工事は、国道279号(はまなすライン)の風間浦村に位置する易国間橋における、床版防水構造の劣化・主桁の
遊離石灰の対策を目的とした橋梁補修工事である。当現場は⼤間町・風間浦村・むつ市⼤畑町を結ぶ重要な交通網
となっている。
また、工事にあたっては現場付近に易国間漁港があり、工事中の濁水処理などによる水質汚染に考慮した施工が

必要となった。そこで、河川及び海への濁水の流出を防ぐため、濁水処理防護管・濁水沈殿槽を導入することで水
質汚染を発生させることなく工事を完成させることができた。
以上、「困難な⾃然的、社会的条件を克服して工事等を完成させ、優れた成果をあげたもの」に該当することか

ら、⻘森県県土整備部優良工事に推薦するものである。

【着工前】 【完 成】 【着工前】

【完 成】

埋戻

間詰工

天端高▽0.350

DL=-3.000

【護床工横断図抜粋】

県土整備事務所⻑表彰

35



令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

この度は、下北県土整備事務所⻑表彰を賜り、誠にありがとうご
ざいます。ご指導いただきました監督職員の皆様、並びに協⼒して
いただいた関係者の方々に深く感謝申し上げます。おかげさまで、
冬期間の工事でも十分な品質を確保することができました。
今回の受賞を励みに、これからの工事も品質及び技術の向上に努

め、良いものづくりに邁進する所存でありますので、今後ともご指
導・ご鞭撻賜りますよう宜しくお願い致します。

代表取締役社⻑
磯沼 慎⼀郎

監理技術者
出町 訓章

新⽥名部川⼤規模更新河川工事

むつ市若松町地内

出町 訓章

令和7年8月27⽇〜令和8年3月25⽇

堰柱補強工 N=1式

83点

梅村 豪

⼩嶋 剛史

下北県土整備事務所

畑山 賢司

令和8年3月17⽇

磯沼建設株式会社

48,433,000円

本工事は、竣工してから約50年経過する新⽥名部川の潮止堰を更新する工事における、中央ゲート部の堰柱の補強を目的と
したものである。
施工箇所が陸地から離れ、絶えず仮締切ゲート外にポンプ排水を⾏わなければならない状況下において、施工機械の水没の

可能性があるため、モルタルのプラントを仮桟橋上に設けて、吹付ホース専⽤仮橋を設置し施工した。現場周辺が住宅地のた
め、排水ポンプ及び給熱養生⽤の電⼒を、夜間の静寂を保つため発電機を使⽤せず、現場まで電気工事を⾏い供給した。それ
によりクリーンファンヒーターを⽤いることができ、施工中も安全に給熱できた。また、事前に町内会の回覧及び現場近隣の
住宅すべてに工事のお知らせ文を配布し理解と協⼒を求め、削孔などで発生する⾳の管理に現場から⼀番近い住宅の傍に環境
測定器を設置し確認した。他に地元中学生の職場体験を受け入れ、潮止堰を案内し現場の説明を⾏った。
以上、「工事等に関し新技術や新工法の活⽤、省⼒化等の創意工夫に努め、生産性向上に特に顕著な成果をあげたもの」に

該当することから、⻘森県県土整備部優良工事に推薦するものである。

【完成:第二堰柱】 【完成:第三堰柱】

【着工前】【着工前】 【PHb工法:⾜場拡幅】 【PHb工法:鉄筋差込】

【PP工法:モルタル吹付】 【PP工法:CC-B塗装】

県土整備事務所⻑表彰
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

この度は⻘森県県土整備部優良工事表彰を賜り、誠にありがとう
ございます。ご指導いただきました監督職員の皆様、並びに協⼒頂
いた関係各位の皆様に深く感謝とお礼申し上げます。
工期の制約や厳しい施工条件はありましたが、工事関係者の皆様

のご協⼒により無事故で工事を完成することが出来ました。
今後もこの受賞を励みとして、安全・品質・技術の向上に努め、

地域社会に貢献して参りたいと思いますので、今後ともご指導・ご
鞭撻賜りますようよろしくお願い申し上げます。

代表取締役社⻑
磯沼 慎⼀郎

監理技術者
⻑津 友樹

赤川下北停⾞場線橋梁補修（海⽼川橋）工事

むつ市南町地内

⻑津 友樹

令和7年7月30⽇から令和8年3月25⽇

橋脚巻⽴て工1式、橋梁補修工1式
護床工1式、仮設工1式

83点

對馬 永⼀

平間 勇輝

下北県土整備事務所

松江 晋士

令和8年3月25⽇

磯沼建設株式会社

255,530,000円

本工事は、県道176号赤川下北停⾞場線に架設されている海⽼川橋において、P1橋脚の耐震補強（RC巻⽴て工）、護
床工の再設置を⾏った工事である。
工事箇所は二級河川新⽥名部川の河口付近であり、工期の制約がある中、施工計画を綿密に精査し、クリアパイラー

による鋼⽮板施工について頭部連結による補強を早期に協議するなど、施工上の課題を事前に解決して、工期内に工事
を完遂した。
冬期間の対策として、気温低下によるコンクリートの品質低下が懸念されたことから、橋脚の雪寒仮囲いを⾏い、

ジェットヒータ―による給熱養生を⾏うことで低温による品質低下を防止し、品質確保に努めた。
以上のことから、「イ 困難な⾃然的、社会的条件を克服して工事等を完成させ、優れた成果をあげたもの」に該当

することから、⻘森県県土整備部優良工事表彰に推薦するものである。

橋梁補修工 断⾯修復工

橋脚巻⽴て工 護床工

橋脚巻⽴て工 鉄筋組⽴て

仮設工 鋼⽮板設置

完成

県土整備事務所⻑表彰
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令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

この度は、⻘森県下北県土整備事務所⻑表彰を賜り、誠にありが
とうございます。
この栄誉は、ご指導いただきました監督職員の皆様をはじめ、地

域住⺠の皆様、関係者の皆様のご理解とご協⼒の賜物であり、心よ
り感謝申し上げます。
本工事は、厳しい気象・海象条件下での施工となりましたが、安

全管理と品質確保を徹底し、無事完成することができました。今回
の受賞を励みに、今後も技術⼒の向上と安全施工に努め、地域社会
の発展に貢献してまいります。

杉山建設工業株式会社
代表取締役 杉山 嘉崇

杉山建設工業株式会社
工事部次⻑ 栁澤 ⻫

稲崎・入口海岸⽼朽化対策工事

下北郡東通村⼤字野⽜地内

栁澤 ⻫

令和7年4月16⽇〜令和7年11月28⽇

施工延⻑ L=40.0m
護岸工 N=1式、波返工 N=1式

80点

梅村 豪

⼩杉 吏緒

下北県土整備事務所

畑山 賢司

令和7年11月10⽇

杉山建設工業株式会社
68,057,000円

本工事は、築造後約40年が経過し、損傷や沈下等の⽼朽化により海岸保全施設としての機能が低下した緩傾斜護岸を撤去、
かつ新たに波返しブロックを設置し護岸の機能回復を⾏うことで背後地の安全を確保し、災害の未然防止を図るものである。
また、当該工事は津軽海峡に⾯する現場であり、台風や低気圧による⼤時化の影響を受けやすく、水際付近の捨石工や被覆石
工において部分的な損傷や流失のリスクが⾼い厳しい施工条件下にあった。このような状況に対し、仮締切工を追加して施工
することで作業時の安全性を確保するとともに、施工効率の向上を図り、工期内での確実な完成を達成した。また、⾼校生を
対象とした職業体験の実施や、現場説明⽤チラシの配布、完成図看板の設置等を通じて、漁業者や地域住⺠への周知に積極的
に取り組み、事業に対する理解促進とイメージアップに貢献した。以上のとおり、本工事は「困難な⾃然的・社会的条件を克
服し、優れた成果を挙げたもの」、「その他災害関連、技術提案、環境保全、イメージアップ及び先⾒性等で他の建設業者の
模範として特に顕著な成果をあげたもの」該当することから、⻘森県県土整備部優良工事として推薦するものである。

着工前

完成 仮締切工 職業体験

15.00

0.500.50

3.001.00

1.60

1.00

3.22

1.41

8.00

1.00

鋼矢板 L=2.0m

0.0

1
:
0
.
3

1:6.5

1:6.4

DL=0.000

H.H.W.L +1.221

H.W.L +0.611

L.W.L -0.721

M.S.L +0.037

プレキャストＵ型側溝
PU3-300-300

▽+1.50
防砂板

防砂シート

裏埋土

基礎捨石(10～200kg/個)

新護岸法線

現護岸法線

▽+4.50

Co舗装(18N/mm2)(t=20cm)

基礎砕石(RC-40)(t=20cm)

1:
1.
5

▽+3.50

1:0.5

PCa波返しブロック

裏込栗石
1:1.2

(Φ50～150)

1:1.5

コンクリート取壊し
無筋

コンクリート取壊し
無筋

コンクリート取壊し
無筋

被覆ブロック
(2t型)

施工時ヤード

▽+0.50

▽-0.50

2.0％

1:
0.
5

中詰コンクリート
18-8-40

H=3.0m

0.0

細砂

シルト

シルト質砂

▽-1.31

▽-3.66

止水板(CC300×7)
L=3.12m

▽+3.44

2.0％

被覆石
(200kg/個)

▽-1.00

▽-1.50

▽+2.00

1:
1.
5

1:
1.
5

均しコンクリ－ト

敷砂利(t=5cm)

標準横断図 完成図看板の設置

県土整備事務所⻑表彰
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建築工事部門
下北県土整備事務所

（１工事）

39



令和８年度 ⻘森県県⼟整備部優良⼯事表彰
別紙様式（第4条関係）

受賞コメント

工事写真等

推薦理由

工事の概要

⼯事名

受注者名

⼯事場所 請負代⾦額

⼯期 成績評定点

完成年⽉⽇ 推薦公所

主任（監理）技術者 総括監督員

⼯事内容
主任監督員

監督員

この度は、県土整備部⻑表彰を賜り、誠にありがとうございました。
ご指導頂きました監督職員の皆様、ご協⼒頂きました関係各位の皆様に
は心から感謝申し上げます。
本工事は入居者様への騒⾳・振動等に起因するクレームがなく、工事

に対するご理解を得られながら⾼品質な成果品をご提供できるかどうか
が課題であり、入居者様に対する報告・連絡を確実に実施し監督職員様
の御指導のもと取り組んだ結果、無事完成することが出来ました。
今回の受賞を励みとし、これからも地域貢献に尽⼒し、安心かつ安全

な構築物の提供、そして地域の皆様や顧客の「満⾜」の達成に努めてま
いりますので、今後ともご指導ご鞭撻の程、宜しくお願い致します。

代表取締役社⻑
熊谷 圭之輔

主任技術者
川村 卓夫

県営住宅 （昭和団地）６号棟外壁等改修工事

むつ市昭和町地内

川村 卓夫

令和7年6月11⽇〜令和7年12月26⽇

外壁改修工事 ⼀式 屋根改修工事 ⼀式
防水改修工事 ⼀式 塗装改修工事 ⼀式

83点

佐藤 充伸

工藤 裕樹

下北県土整備事務所

篠﨑 隆史

令和7年12月17⽇

株式会社熊谷建設工業

103,873,000円

本工事は、築34年の県営住宅（RC造、3階建、9⼾、延べ⾯積704.64m2）について、⻘森県県営住宅等⻑寿命
化計画に基づく⻑寿命型改修工事として、外壁の外断熱、屋根、防水等の改修工事を⾏ったものである。

県営住宅への入居を継続しながらの工事であったが、入居者との連絡調整を主体的に⾏いクレーム等のトラブル
がなかった。改修工事特有の現場と図⾯との食い違いがある中で、コスト削減や出来ばえの向上をふまえた施工方
法を積極的に提案した。積雪期を避けるための限られた工期内に工事を完成させた。
以上、「工事成績評定点が特に優れているもの」に該当することから、⻘森県県土整備部優良工事に推薦するも

のである。

着工前 完成

県土整備部⻑表彰
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